巧扱説明書 

石油 フアン ヒーター 
型式 AKF-P327N/AKF-PL427N 


【強制通気お開放式石油ストーブ） 

このたびはお買し Vh げいただき、まことにありびとラござ 
いました。ご使用の前にこの巧肋説明書と保設害をよくお 
読みのラえ、ご家族を長で安全に正しくお使いください。 
お読みになったを大巧に保管し、ぶ蟹なときにお巧立てく 
だをし、 

裏面保班きの r お買し、上げ日-販売店名」などの記入をお 
诚かゆ、販売店からお受け取りくだをい。 
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ガソリン使巧禁止 
使用燃料:灯油 







































巧全のたゆ必ずお巧りください 


特にを意していただをたいこと 


お使いになる人や他の人へのち害•物的損害を未然に防止ずるたゆ、おずお守りいただくことを、次のよラに説明していまず。 
■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を、巧の表示で区分し、説明していまず。 


A AWIA この表示の欄は、「死 
/!\ JbIw c または重傷などを 
~ 負うを険び切造して 

生じることび想定さ 
れる」巧容でず。 


A 巧 g かこの表示の欄は、巧 E 亡イ "v J 牛 A この表示の欄ま、「傷害 
誉口または龍などを負うぶ尼 I 蘇を吼目性または物 


または重傷などを負ラ 
可能性が想定される」 
内容でず。 


お守りいただく内容の種類を、巧の絵表示で区分し、説明していまず。 




この絵表示は、してはいけない 
「禁止」内容です。 



的損害のみび発生ずる 
巧龍性び想定される」 
巧容です。 


この給表示は、必ず実行して 
いただく「指示」巧容でず。 


危な （ DANGER) 


■ガソリン使用禁止 

♦ガソリンなど揮発性の高い細ま、絶巧に使用しないでくださし、。 
乂災の原因になりまず。 



A 警告 （ WARNING) 


f け巧 • 々パ ^ 

いが 




■換気必要 

♦換気せずに使用しつづけないでください。酸素 
が不足ずると、す完全燃焼し、一酸化炭素などが 
発生して中毒になるおそれがあります。また、乳 NaSr 
巧巧や呼吸器疾患などのかたは、体調不良にな P I 巧 C 1--ゎつ 

るおそれびあ0まず。使用中は必ず1時間に1〜. 

2回換気して、新解な空気を铺おしてください。 

換気ずる時は、換気扇を使用したり、2ケ巧 L ソ上 
の開□部を設けると効率よく換気がでをます。 

♦窓の凍結や地下室など換気が十分に行えない場 
巧では、怯巧しないでください。 


■デジタル表示部に rH 83」 と 
表示したら、使用しない 

♦異常燃焼し、乂災の原因になりまず。 ftr ^ 
♦販売店へご連がください。 广づレ^ 


■コンセントや配線器具の定格を超える使い 
ちや、交流100での使用はしない 

•たこ足配線等で、定格を超え 
ると、発熱による乂災の原因 I 


■カーテン、寝具など可燃物近接厳禁 

• カーテンやな類、ふとんやち巧など燃えやず /TN 
いもののそばで使用しないでください。义 V V / 
災の原因になります。タイマー予約するとき : A 

も可燃物びそばにないか確認してください。 
•可燃物との離隔距離は、3ページを參照 
してください。 じ^ 


■温風吹出□をふさびない 

♦巧類、紙などで温風吹出口や前面ガ 
ード、空気取入口をふさがないでく 
ださい。巧類、紙などでふさぐと、 
異常燃焼や乂災の原因になります。 


■巧類の乾燥厳禁 

♦巧類などの乾燥には使用しないでく 
ださい。巧類が落下して义がつを、 
火災の原因になります。 


■寝るとを消义 

♦寝るとをやが出するとをは、必ず消 
乂してください。予想しない事故び 
発生するおそれびありまず。 


■可燃性ガス使用厳禁 

♦フアンヒーターを使用している部屋で、 
可燃性ガスが発をするもの(ベンジン、 
シンナー)や、スプレーを使用しないで 
くだをい。义災や故障の原因になります。 



〇 



■めれた手で電源プラグ 
の巧を差しはしない 

♦感電の原因になります。 めれ手禁止 


■スプレー吿厳禁 

♦スブレー吿やカセットこんろ巧ポンベなどを 
瘋風のあたるところに放置しなし巧ください。 

觀でスプレー吿の圧力び上がり、傑発し、盾険です。 



A ミ主意に AUTION) 


国撤由陈肖乂 

♦撒由は必ず消火してか5巧ってく 
ださい。火災のおそのがあ0ます。 


〇 



■ 居室巧給油禁止-給油時乂気禁止 

♦給油は必ず居室がの火の気のないところで ( 

行ってください。乂災のおそれがあります。 ' 



■ほこりの除去 , 

►燃焼•温風空気取入ロフィルターは、 ' 
週1回 W 上必ず掃除してくだをい。 

ごみ、ほこりなどでフィルターびつまる 
と、異常燃焼のおそれがありまず。 


〇 


m-usT. 

な！:フイルタ- 


■ 電源プラグを巧いて消义しない 

♦消乂を、送風が止まるまで電源プラグをおか 
ないでください。遍風空気取入□や天板が f^r 

高温になり、やけどや故障の原因となります。 

また強いにおいがでる原因になじまず。 


>遍風を直接吸い込まないでください。 

気分が悪くなる原因になることがあります C 




■ 電源プラグのお手入れをずる 

♦とをどさ、電源プラグを抜さほこり等を 
乾いた布でふきとつてください。 

♦電源プラグに I まこり等がたまると、湿気等， 
で絶縁す良となり、义災の原因になります。 


■可燃物から離ず 

♦ ふすまや隋子などの可燃物か5右!己 
の距離をと5ないと乂災のおそれび 
お0ます。 


〇 


lOOcmOt 

m も 


■ 高温部接触禁止 r 

♦燃焼中や消乂直後は、温風吹出□に手な 
どふれたり、内部に手を入れたりしない 
でください。やけどのおそれがあります。接触禁止 




■ 温風 I し直接長時間あた!3ないで\ 

M を溫やけどや脱水症妖になるおそれがあります。 l \) 
r 傾温やけど」 について 

•比較的おい温度 (4 □で〜60で）でも長時間巧ふの同 
じ所び熱せ5れると、熱い、痛いなどの自覚症げびなく 
てら <ま温やけどのおそれげあります。 

•巧のようなちは特にごミま意を！ 

乳の巧、お年寄り、皮ふの弱し、ち 

眠気を誘ラ禁(睡眠葉、かぜ襄など）を服用されたち 

'馬巧•疲巧の激しし巧 

I 特におテさまやお年寄りなどのご自分で ^ I 

!操作できないちが使用ずるとをは、周囲 
!の人が十分ま意してください。 / 


I 油漏れ確認 i 

>□金は確菊こしめてくださし、。□金を下に ' 
して油漏れがないことを確かめて < ださい。 
□金を斜めにしゆたりすると簡単に□金が 
がれて、乂災のおそれがありまず。 



■ 温風吹出□に異物を入れ^ (Ti 
たり、放置したりしない 

♦通風吹出□や吹出□巧部に紙、巧、プラスチックや、 
マッチ、ガスライターなどを入れたり、放置したりし 
ないでください。発乂や破裂の原因になりまず。 



■ 電源プラグは確実に差し込む 

♦電源プラグはコンセントに根元まで善し込ん 
でください。また傷んだ電源プラグ•ゆるん 
だコンセントは使用しないでください。 
♦差し込みがで完全でずと、感電や発熱に 
よる乂災の原因となります。 


〇 



■ 電源コード-電源プラグを傷めない 

♦傷んだまま使用ずると、感巧、 

ショート、乂災の原因になりまず。 

♦單源コードや巧源プラグの修理 
は、販売店にご相談ください。 

/傷つけたり、加工したり、高温部に近づけたり、無理に巧 
ばたり、ねじったり、弓1っ張ったり、重い物を載せたり、ま 
ねたり、挟み込まないでください。また電源プラグを抜 
U ときは〕ードを持って引き抜かなしでくださし、。 



■ 異常.故障時使用禁止 

♦油混れやにおい、すすの発生、おの色など異常 
や故障と思われるときは使用しないでくださ 
し、事故の原因になりまず。 

運括スイッチを r 切 J にし、崔源プラグをあを、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 


0 

、•- 一 —-立 


■持ち運ぶとさは义を消して £ 
給油タンクを巧く ， 

♦傾けないよラに静かに運んでください。 I 
特に階段などでは油漏れのおそれがあります 。I 
♦引っ越し等の麵時はおずな油を抜き、傾けた’ 
り、横倒しの状態で運搬しないでください。 



■ 熱に弱い床面にはマツトなどを敷< 

♦熱に弱い巧質の床面は変色、ヒビ割れ、そり返り^^ 
などが発生ずることがありまず。また、ほこりや ® P 
たばこの煙などで変色ずることもありまず。保護^^ 
のため熟に強いマツトなどを敷いてください。 


■フアンヒーターを使用している /CN 
部屋ではシリコーン配合製品を 
使用しない 

♦本体近くでシリコーン配合の枝毛用コート液•化 
粧品-つや出し剤などは使用しないでください。 P %/ 
燃焼部にシリコーン酸化物が付着し、異常燃焼や W ^ 
点乂 S ス途中消乂の原因になることがあります。 

I シリ コーン配合の商品には下記のよラならのびあります。ヘア、 
ケア商品(ヘアートリートメント、ムース、巧ち用コート液)、ガ 
ラスクリーナー、制汗剤、化をぞうきんなど 


■次の場所では使わない 

♦水平でなし觸所、不を定な場所 
♦ すま定な物を乗せた棚などの下 
♦ 風の当たる場所や部屋の出入口 
♦ 可燃性ガスの発生する場所-たまる場所 
♦人のいなし嫣巧（温室、飼育室など） 
♦高地（標高1己 OOm む上） 


• 暖炉や押し入むなど、ファンヒーターび固むむる場所 
• マントルピースなどス I ブび囲われる場所 
♦ほこり、湿気、金属おのをし鳩所 
• 超音玻加湿機を使用している部屋 
•直射日光があにる場所や高温になる場所 I 

(例：熱のこもる場所、他の熱源の彰響を受ける場所） 
♦理•美容院、ク U —ニンク店、メツキ、塗装、脱脂、 
洗ミき工場などスフレーや化を冀品を使用する場所 


Q 


义災やで想しない 
事巧の原因になりまず。 


么ま意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 


■ 圓 JC 

に 変あずな 
团はが色卜 
面と変ッ 
抹雨こでマ 
のる どい 
質ずな強 
巧生煙に 
こい 発の熟 
り 弱がこめ 
熱にぶがた 
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么を意 （ CAUTION) 


■ 水をかけたり重いものを乗せない^ 

♦水の入った容器や物を上に乗せないでください。水が 
內部に入ると感電や故障の原因になることびあります。^; 
•本体の上に乗5ないでください。天板がへこんだり、 

やけどのおそれがおりまず。 1 

■ 分解修理-改造の禁止 

•改造して使用しないでください。 

•修理技術ち 1 U がの人は絶础こ分解、修理は 1111 

巧わないでください。 

♦故障、破損した!5、使用しないでください。が展票止 
異常燃焼や火災の原因になることがあります。 

•不完全な修理や改造は危険でず。 

■ 長期間使用しないときは電源 A 

プラグを iK 處 

•長期間使用しないとをは、電源プラグを抜 電源プラグ 
いてぐださい。 占巧く 

皇、 ■ J «< マ M I -^iP I 、<5^0•一 主、ブームタ^ ^ し W 、 


いて< ださい。 

>义災や予想しない事故のおそれがあります。 


0 B す寅な油使用禁止 

♦変駿 T 油(持ち越した巧涵など评稱灯油(灯油しソかの涵、水、ゴ /CN 
鮑ミ ミが瀑入した妇油をどミのす哀巧油を使用しないでください 。IV 
^^51 ♦囊错が兢や故摩の原因になるおそれがあ 0まず。 

「1 一 I ■お 手入れするときは本体び冷えた at 
を、電源プラグを巧いてか5行う . 

V ♦感電*やけどの原因になることがありまず。 

y m 廃棄ずるときは灯ミ由を巧く 

趾 ♦本化を廃棄処分ずるときは、必ず槪由タンク、油受皿 

内の巧迪ぞ市販の傲由ポンプ等で抜き取ってください 。 mm 
な油が入ったまま廃棄すると，リサイクルの際思わめ^ 
-事故になるおそれがあ!3まず。 _ 

を ■ 保管時にしていただ<こと 

ち ♦ 保管するときや長時間使用しなし化きは、必ず 
けぅグ 灯油を巧いてください。傾けたり、横倒しのが mm 
お 態では保管しないでください。油漏れや乂災^^ 

のおそれがありまず。 


る部のなまえ 


本体 


お願い ( NcmcE ) 


本体をひきず5ないでください。床面、置、じゅうたんなどを傷つけたり、 
、本体底面の塗装がはがれて、さびの原因になることがあります。 ， 
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温風吹出 □ 


ル-パ- 
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心公。□。めの 
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給油タンク受 コ—ドホルダ- 
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室温センサ ——I 


mm 
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(燃焼•温風 
空気取入口） 
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洽油タンクとつて 
つ！——給油タンタ 
. /油量計 
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^£3——給油タンクとつて 


給油タンク 



油置計 



?付馬品) 


スポイト 


•ぶ紳人れのとをにお屢ですので、 

タンクサイド なくさないよう保管してください。 

とつ•ぶ闕しないときは、 ]- ドホルダ- 

差し込み穴口 I つかけておしにください。 


な油とガソリンの見分けかた 変質な油-不純巧油の見分けかた 


お知が 


需作部） 

fAKF - P 327 N 

IAKF - PL 427 N 


eco ボタン•ランブ 

(厮9ぺージ ） r 


タイマーボタン-ランプ 
(防10，11ぺージ） 

錠 S 8/ fi 卽班/が I 


•ク U —ニ ングボタン 
(が2ベージ） 


圖齒圖歐日，句 


©(驚 


I れィかかク4 
r ( 3 Wf し） 


■ 3時間延長ボタン-ランプ 

(が目ページ） 

雇転スイッチ•運輯ランプ 
(屈^ 7|日ぺージ） 


•温度/タイマー調節ボタン 
(が曰19，10ぺージ） 


すジタル表示部) __ 

f AKF - P 327 N 、獻腺示（腰"7ぺージ）- 
UkF - PL 427 N J 給油表を（防7ぺージ）— 
換気表示（頓^14ぺージ )• 


掠を忌度/時卽お度/巧 

苗瓦捕 


デジタ J レ表示 


I -チャイルド□ック表示（傾巧ぺージ） 

^バックライトは付いていません（表示部び明るくな5ないタイプでず）。 

巧用ずる前の準備と確認 

フアン ヒーターを 巧り出ず 

♦各部の包装部巧を全て取り除をます。詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 
f 巧のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありません。） 

♦ 油受皿こみ量のな油が残っている。 ♦ 給油フィルターがめれている。 

♦温風吹出□より見える燃焼筒(炎をかこんでいる筒)が変色している。 


ク水平を* I 話ずる 

^♦水平で丈夫な床面に設置してください。 

♦水平でないとさは、水平な場巧に移動して < ださい。 

〇電源プラグをコンセントに是し込む 

〇♦コードホルダーを開を、崔源コードをのばして農し込む。 


交流1 00 V 


♦コードホルダーを開を、崔源コードをのばして農し込む。電源コードを束ねたままにしないでください。 

♦ 給油タンクは本体に巧付けてください。給油タンクが本侃こ取がけ5れていない(^、 rui 2」と表示し、運転ランプが点滅しまず。 
♦運輯スイッチを「切」にしたが態でも約 1 W 消費しています。 


• 谭源プラグをコンセントに農し込むと、デジタル表示に ru 1日」と表示し運転ランプが点滅す 
ることがありますが、運転スイッチが「入」になっていたためで異常ではありまだん。運輯スイ 
ッチを押して、 r 切」にしてください。デジタル表示が EIZ 3 こなり、運転ランプが消口しまず。 
•カーテンを二重にし、床まで伸ばずことで、お部屋の熱を逃びさず、暖かさが保てます。 

• 遍風の流れを巧ばないでください。 


'0^ 


ご使用前の準偏 

使用燃料について 


変質な油-不純な油は使わない 

蜜質した持ち越し打油、使用厳禁 


燃削まがず口油 ( J 旧1号な油)を使用してくださし 、。V - の - J 

ガソリン、混合油膺機具用)など揮発性の高い油は絶巧に使巧しないでください。乂災の原因になりまず。 


指先につけ息を吹をかける。 

(乂の気のなし郁で巧ってください） 




打油は 

ガソリンは 

めれたまま 

ずぐをく 


区別がつさに < いとをは、 
お買い上げの燃料店にお問 
い合わせくださし、。 


コップにかを入れ、なに灯油を入れて背後に白い紙をあてます。 

♦水と同じ無色透明な5正常。♦少しでも色がついていた5使用しない。 


I ^ r ■白い紙 I 一 I 白い紙 使巧が止 

>異常巧焼や故障の原因になることがあります。 巧 

>点火しにくくなつたじ、白煙が出ます。 

•消火時のにおいが強くなつたり、点火してもすぐ消えたり、暖ま6ないよラになります。 
ぃ燃焼が悪<なり、においがしたりして、安全装置が作動します。 


0 


使话禁止 


表示部は説明のため、全部表示したものです。実際の運転のとをは該当部分び表示されまず。 


お使いになる前に 


己 


















ご使用前の準備 

ffi 用燃料について 

を質な油 す鈍な油 — 

• 誌常我(遮ゴ說25譜德鐵)卜の、ホ,蛙,-项なな爪 • 讯邮 m の油にんぷが由やお械油、重由、ガソリン 
• If シンナ -) などがほんのわずかでも混入した丹油。 

ホ」合器や合ぉのふ广しをぁけて長期間保管し广しものは韻します) •?]< やごみ、ドラム宙のさびなどが、お入したな油。 

極度に変質したものは黄色巧が かったり、酸っぱい臭いがしまず] • ロミ胁抜剤を添加した口油。 

万一^質な油や不純灯油を使用したときの姐置 

不良なミ由を除き、輪'由タンク、油到皿の巧部をきれいな灯油で洗い、クリーニング（わ、5焼き）をしてか5ご使用く 
ださい。 （12 ぺージ r クリーニング(か5焼き)」 ） それでも効果のないときは、お買い上げの販売芭にご相談くださし、。 
(分解•点おび必要です)な油の廃棄処分は、巧油をお買し城ゆになった販売店にご相談ください。_ 

変質ホで由、不純な油び原因でサービスを依頼されたときは、保註期間中でも保証の対象外となりまず。 


口油の保管のしかた 


燃料は必ずな油 ( J 旧1号な油)を使用してください。 
乂気、雨水、ごみ、高温及び直射日光を測ブた場所にぶ i ず保管ずる /~\ ^〇\ 

♦な油は翌シーズンに持ち越さない。シーズン終了前に使いきってください。 イ、、 1-^ iv / i ^ 

♦ 夫で由は直き拍光を猫す、青や赤などの着色されたポリ容器（巧油用）で保管してください。 n* n 

ポリ容器のふたは確実にしめてください。 

♦ ポリ容器に雨水がかか s ないよラに、ポリ容器の灯油に水が混入し、燃焼す良の原因になりまず。 


ご使用前の準備 

給油のしかた 


必ず消火してから巧ってください。 


1 觀 r だロモ撰齡 2 撤由する 


( 口金のはずしかた_ ) 

♦ □金を左にまわず。 1/ /Sx I 

♦給油タンクを取り出すとき、 グ 

こぼれた油はふき取る。 

♦ □金に砂やごみびついたり、開くで■ザ""^ 
入ったりしないよラに注意ずる。（回転が重<なります） 

♦ 給油口 • □金のさび、変形、回転す良および破債が 
ないか確認ずる。（蚊11ページ「給油タンクの点横」） 


♦給油タンクを下図のよラにして、油量計を見な 
がら、上限をこえないように給油する。 


'紛由 □, 


給油タンクとつて- 


なを里き十 \ 

j ♦—上巧 

I 巧び入ると 
、心馬く巧わるノ 


、冶油々 、 'A 

お油タンクのイラストは AKF - P 327 N でず。 



3 r カチツカチツ J と 

音がするまで□金をしめる 

I □金のしゆかに 

• 赤色の線が見えなくなるまで 赤色 P 線 

已まををに回し、「カチツ， 

カチツ」と音がずるまで確実に 
しめてください。 

♦ 必ず乂の気のないどころで閉める 
口金を下にして、油漏れがないが確かめる。 


A 給油タンクを本はに静か 
4にをどす 


♦給油タンクを本体にセツトする。 

• 巧油が油受皿に入るまで約1分待って点乂ずる。 

燃焼中に給油タンクを取り出ずと、 

餘由時消义装置び作動し rui2j を表示し消义しまず。 


お知!5せ 

お願い ( NOTICE ) ；； 


給油□周辺がをが黄色くなることがありますが、異常ではありません。 

□金が確実に締つてし、ないと、口をか5な油が焉れて乂災のおそれがあります。 


給ミ由□が変型しますと油漏れの原因となりまずので、ぶつけたりしないでください。 
給油タンクを落もずと、池が漏れたり、ケガをすることがありまずのでごミま意ください I 






，冶油タンクの油び少なくなると 

1 HI と塵翌]表示が点な。ブザーが已砂間鳴り、デジタル表示部に油切れ消乂 
までの運輯時間のめやすを表おしまず。 

• 5 □と表示。残り燃焼時間は約己□分の意味です。 

♦ 燃焼は中〜弱で燃焼しまず。運転時間のめやすは中で燃焼び続いた場合を 
表示し、表示時間政上の還輯が巧能です。（お部屋び暖まっている場合な 
ど使用環境によっては、表示時間より大幅に燃焼時間が長くなりまず） 

2 表況ま ド研 、区亟^のように10分きざみで切り替わっていきます。 

M 0] のとをはブヴーが已砂間なりまず。 

3 1。1〇ぉ1 に変わってか S 油切れ消乂までは r 。10 J の表示を続けます。 点: 

その後ブザーが5秒間鳴り、^01表示び点滅し、油切れ消乂が近い 
ことをお知5せしまず。ブヴーが5秒間なっている間は I 残油 I 表示は 
点減、それかは点! a しまず。 ^ 

4 巧油がなくなると自動消乂します。ブザーが1□秒間なり、表示 点 

が消灯します。^1表示が点滅します。 「 U 13」を表示し点滅しまず。 


な致を、点な 


靈 約 iolt 

f なぶ、ぃ山 

: 飽 U g お 


使いかた 

点义のしかた 

点义ずる J —— 


安全のため運転開始後3時間で自動消乂します< 


输、 

\切/入ノ 


を押して運転ランプを点灯させる 

♦運乾ポタンを強く巧し込み、運転ランプが 
点なしたことを確認してください。 

ち^運転スイッチは、安全のために他の 
、ぐ 仰 スイッチと違つたものを使用してい 
ますので、少し強めに巧してくださしん 


約2分後、自動点火し、送風が始まります。 


質叫 

運捉継続-延長^ 
臨 Sfi / 巧ま巧湿度/分 


ご使用前の準備 

給油のしかた 必ず消火してから巧ってください。 



残り燃焼時間表示について 




さ 

だ 

} < 
す^ 
まし 
〇 裕 
な衝 


ず発ば 
でず上 
常ず い 
k ''" 。買 
焼はるるお 
燃合出ず、 
火場びがて 
黄な乂いめ 
C ラ黄お止 
焼よなにを 
勝のをや廚 
稱巧大音運 
異♦づづ ♦ 


0 

せ 。 
まる 
〇 を 
あ見 
ま < 

巧。ホ 
常るが 
1冥じが 
炎^ま部 
の合々の 
を場時網 
iS ながに 
C ラ 炎時 
槪よの焼 
i の色燃 
常巧黄捉 
正♦づ 1 T 



♦超音测日湿器を使用している部屋ではファンヒーターを巧わないでください。赤掲色の炎になったり、 
水質によってはフアンヒーターが故障する原因になります。 
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使いかた 

室湿調節のしかた 


を巧す 

V 切/入ノ （運輯中は押さな< てよい） 

♦ 運転ランプが点巧したことを確認してください。 


または（+^を巧す 


• 1谷 C 未満、3ご C を超えては設定できません。 
(ブザーでお知6せします） 

•巧し続けると連続して温度げ変わります。 
一度セツトずれば記憶されます。 


1 2 t ; fi 、!53 LTC ® 籍麗で室温調節できまず 


tas/* れ it 巧 

[ 孤 " I5J 




温度を下げるとき 


成就 一/ 
^室温調節 


(〇)を押ずごとに1でずつ下が0ます。 
(例）居0う>119で 1>[18で >">112 で I 


温度を上げるとき 


け:;を巧すごとに1でずつ上がります。 

(例）医0う>121で 1>[22乎 ‘.>130 で I 


お 

知 

ら 


♦電源プラグをコンたントか5抜いたり、停電したときでも設定温度は記憶されています。再度セツトするお要はありません。 
♦室温の表示は、室内平均温度のゆやすです。設置条件等により必ずしも寒暖計の温度とは一致しません。 
♦室温が0で切下でも「〇で」が表をされます。 

• 麻到 表示び点なしているとき、燃焼は「中」 LU 下になります。 

♦暖かい曰、室温が設定温度より上昇することがあります。暖房負荷が小さいために、弱燃焼でも暖めずざ 
になります。このよラなとさは eco ボタンを巧してください。 

使いかた _ 

ミ苗 Ajl クの I ，か！?- 消乂直後に電源プラグをコンセントか5抜かなしでください。~ 

#<- ESeJ においが出ます。 

' ^ 消火直後に電源プラグをコンセントか5抜くと送風ファンが 

当、人/、 户運まミ、回5ず、本体上部や温風空気取入口が熱くなり、やけどのお 

1 毒 / ジを巧す I_ ががあります。 _I 

ノ ♦運商ボタンを強く巧し込み、運転ランブが消巧したことを確認してください。 

一 消乂 ♦燃焼が停止し、一旦送風が止まり、再度送風して巧 3 .己分後運乾が停止します。 


消乂 

‘ずる 


/運お 

、 切/入 


を巧す 

►消乂 


^続ス 

延長ずる J 



部屋の換気をしてか5 

颤を押す 


運輯中はいつでも押したとさか53時間運転を継続でをます。 
2時間45分経過したとさ3時間延長 , み 


ランプが点滅し「ピピッピピッ」と ろ!^ノ 

音が1日秒 P 弓夕ります。 ^ 

この時にを巧すと、 

消乂せずに運転を継続できまず。 

♦運転ランプが消巧し、3時間延長ランプが 

ちけしずす。 ^ 


点なします。 ^ 

♦ 自動消乂したとを （§) を巧しまず。 

3時間延長ランプが消巧。運輯ランプが ^ 
点なし、巧したときわ、53時間運顧します。^ 



チヤイルド□ツタのしかた 

^をピッたいう音が鳴るまで 


約3秒間押ず 


お子さまのいたず S 操作を防ぐことができまず。 

運転中でも運転してし、なし、ときでも、チヤイルドロックでをまず。 

まで 取が肖ず巧は再 

I づ呀阁 1 亡し。 し,、ごたんで n 


^をヒ> たいう音が鳴るまで ^取り消ずときは再度獲) 

W 約3秒間押ず ® をピーという音が鳴る 

チトィルド〇|リクみ>’々りホ-邱广 W 品ッゥ まで約3秒間押す 

(3 げ巧い♦アン£ル表の部 I し （3 巧巧し） 皇一 ’ 、 " 州 1 +—邱爪一 

と表示します。 * ♦了ンタル表の部の—« 

_ _ という表示び消えます。 

份別巧 a デジタル表示部に—♦を表示しているときはすべての操作びでをません。 

■一が I 思に Hi I 斗：おホニつ ノ … ゴ亡 _ ri/n I f—+ 


チな s む’ ♦ デジタル表示部に 
と表示します。 


ただし、運転中は運転スイッチを「切」にできます。 

チャイルド□ックを取り消さないと、運転スイッチは入りません。 


11) を巧す 

(運輯中は巧さなくてよい） 


2 @ 


を巧ず 


♦運聞ランプび扁巧したことを確認してください。 


♦目 C0 ランプが点むし、 eco 運乾を開始します。 

♦運輯スイッチを「切」にしても、一度セットず n ば記憶されまず。 
♦ 取り消す時は再度ボタンを巧してください。 


^ I 暖めすざを防止して、節約暖房したいときにご使用ください。 

ec 口连粗のレ万、に離離より韶脚 C 上がるとミ肖化、調離より1で阿ると点; A ； します。） 


6筋 iiaa 

♦ ec 日運輯中は室溫が設定温度より低めに（最大 2 で）表示することがありまず。 

• タイマー予約にずると eco ランプは消打しますが、 eco 運輯は取り消されません。 

•電源プラグを]ンセントか6抜いたり、停電したとさは eco 運頭の設定は取り消されます。 

I eco 運起とは も- 

i のき温を低めに変化させると、皮雇の温度が固有のリズムで変化します。そのリズムに合 
,わせて室温をゆ日がだること(生体適応リズム)で、身体に感じる温度を変えることなく、 

\ 燃焼量と風量を自動的に下げ、節約暖房を実おした機能です。 書本/約1 

I 長時間 (3 時間 iU 上)暖房される場合に効果があります。 

参お部屋の遍度が設定温度になって約 1 時間をか sec 日運轄を開始しまず。 ec 日運輯を / 

t ットして、 eco ランプが点灯してもすぐには eco 運転にな 5 ないことがあります。 

©秋□や喜先、断熱性の高いお部屋でお使いになるときなど、室温がすぐに高くなるような 

条件では、設忘晶度より3ご上がると消乂し、設定ミ晶度よ D 1 で下がると点火します。 - 

, eco ボタンを巧すと、時間に関係なく上記条件になると 6C0 運乾になります。 


' 設翻度 
巧茂間 扣〇運輯 


時計のをわせかた 

^を3抄間巧す 


運載中でち運転していないとさでち時刻設定でさまず。 


• デジタル表示の設定時刻が点滅しまず。 

♦運輯スイッチが「入」のとさは「ピッ」と音 
が鳴りまずが、3秒間巧し精けると、時刻合わせ 
でさまず。 

2 ©または©を押し、 
時刻を合わせる 

♦時計を道ゆるときは©を押し、もどずときは 
©を押します。 

♦ 1回巧すごとに1分単位で変わります。 

♦巧し続けると、10分単位で変わりまず。 


* _ 「 Bsn/H な巧 卜** 

图 I 5 。日日 ] I 慶 ) 


デジタル表示部初めて使用するときや、 
■^1 ハ1/、1ハ|/[電源プラグをコンセント 
レ|、/| か |、/| 功 -から巧き、再度差し込ん 
点滅 だとき点滅します。 


一 

0を押す 


巧 を巧して時刻を確定します。 


厂 SirU L/i 

r / 5^-3 ui 


15.30. 


最初午前別き日〇分になり、 
「時」「分」が点滅します。 


く現在の時刻び 
__午後3時30分の場合〉 

デジタル表示の r 時」「分」 
が点灼に変わり、時計が 
動さまず。 


勝‘リ B ia 

♦電源プラグを扳くと、再度時計の時刻合わせをやりなおす必要がありまず。 
♦夜中の 12 時の場合、表をは r [ L 日風です。 
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使いかた 


タイマー運乾のしかた あ5がじがお部屋を腸めておさたいとさにご使用ください。 

タイマーホ約時刻の合わせかた ) ^ 


(鬻辨評認ずる 


• 病巧の時刻ををわせていないとさは 
タイマー予約でをません。 


• 運輯ランプが点灯します。 

まを巧ず （運神は押さなくてよし、）•運商スイツチが「入」になつていないと 
\切/入ノ タイマー予約できません。 


^3 


を巧ず 


•タイマーランプが点灯します。 
•デジタル表示の「時」「分」が点滅しまず。 
•タイマー表示び点滅します。 


R 5^ 

■ ， I I • 


に合わせる 


գ (― ) または （+) を巧し、 
時巧を設定ずる 


お目覚めの時には暖かくなるように、予約 
した時刻より早く (5 〜] 5分前）運転を開 
始します。室通が1目で未満のときはその 
曰のお部屋の遍度によって点乂ずる時刻が 
変わります。萬晶が]目て；む上のときは 
設定した時刻に運転を開始しまず。 


お願い ( NOTICE ) 


♦達乾中に停電したときや崔源プラグを巧いたときは（再通要を厘転ランプ点滅）デジタル表示に 「 U 10」び表示されます。 

運乾スイッチを「切」にし、手順「1」か6やりなおしてください。 

♦地廣や強い衝擊があつたとを、給由タンクを抜いたとを（運乾ランプ点兢）デジタル表示に 「 U 12」が表示され 
ます。運転スイツチを入れなおし、タイマーボタンを押してください。 


♦ ©を押ずごとに進み、0を押ずとをどります。 

♦ 1回巧すごとに]〇がずつ変わります。 

•巧し続けると表示が連続して変わります。 

•約己秒後運転ランプが消阿し、燃焼中の場合は自動消火しまず。 
♦「時」「分」が庶威している間に合わせてください。 

(例）午前巨時30分に予約したいときデジタル表示の表示を 

(—■ 卜 — 「ピピッ J と音がなり、 

に合わせる約5秒を自動的に 
^一一 W が - 一ず タイマー予約になり消义しまず。 


タイマー予約時刻のみ設定したし膺創ホ、再度綺を押す 
ことで通常運転に戻ります。 ^ 


タイマー予約のしかた 

安全のため約1時間で自動消义しまず。 

1(運拾)を押ず 

^ソソ（運歷中は押さなくてよい） 


タイマー運お中は予約時刻になると 
自動的に庶乂 

>室遍び低いほどあったかタイマー機能によって、 
予約時刻よりも早く運廚を開始します。_ 


2 0 


を巧ず 

約5抄後「ピピッ」と音が鳴り、 


運転ランプが消なします。 

燃焼中の場合は、趋動消、火しまず。 

♦タイマーランプが点灯レまず。’、:;.，, 

• タイマー予約時刻を表示しまず。が’り砂間） 
♦約10砂樹こ時計表示にな:りまず。 


タイマー予約の取り消しかた 




を再度巧す 


自®消乂をせずに続けて暖房したいとをは 

掠燃中に^を巧ず 

♦ タイマーポタンを巧して、タイマー運転を取0消してください。 
♦ タイマーランプが消なします。 


「ピー」と音がなり、タイマーランプが消灯し 
運輯ランプが点巧します。約2分後自動点乂します。 


■ 


お知らせ 


^_ I ジ ー乂ソ■ し d 〜 3回 

給ミ由タンク受の掃除 A 括ミ 


♦打油に水やごみが混入ずる 
ことがありますので、ち記に 
従って掃除をしてください。 

対震自動消义装置の点検 

♦ 燃焼中、本体をフ火平にゆすって確 
実に消火ずるか確かめてください。 


A 括油タンク受 〇お油タンク夏 〇お 

I をお〇化す とのごみや水ち 〇を 

f 1 — N 巧る に 


-給油タンク受 ♦ 給油タンク受を逆さ 

にし、新聞紙などの 
-給油タンク受① 上に置いて取る。 

フイルター 



^たり、な油び通りにくくなったとま 

♦治油タンク受のフィルターは、な油は通しますが 
水は通しにくいフィルターでできています。 

給油タンク受のフィルターに水やごみがたまると、 
給油タンクにと]油があるのに、 U 13表示(灼油切れ 
エラー)が点滅することがありまず。 

♦ 給油タンクを取り出してか5、給油タンク受を傾け 
ないように取り出し、たまった水やごみを取0除い 
てぐださい。 


♦給油タンク受は水で洗わないで < ださい。 
必ずをれいな灯油で洗ってください。 

水で洗ラとな油が通過しにくくなります。 
ごみが取れにくい場合は、歯ブラシなど/ 
を使5と硬利でず。 い- 

給油タンク受は必ず取り付けて 

くださぃ。 //CtdA 

敢り付けないで使用すると (■ 7 

器具の故障の原因になりまず。^- ' 


7"=^ ゴム手袋 

給油タンク受 
をれいな!0油 


♦毎日同じ時刻にお部屋を暖めておをたいとき運巧スイッチを r 入 J にし、タイマーボタンを押ずだけで予約できまず。 
♦タイマーず約御こタイマー予約時刻を変更したいときは運転スイッチを入れなおし、 10 ぺージの手順に」 

か5やりなおしてください。 

•タイマー予約時刻について 

電源プラグを巧いたり、停電した場合は現在の時刻を設定しなおしてください。 

タイマー予約時刻は一度セットずれば記憶されまずので、予約しなおず必妄はありません。 


曰常の点巧とお手入れのしかた 


点検 • お手入れするときは、必ず運乾を停止させ、本巧び冷えてか6耍源プラグをあき、点検-お手入れを巧ってください。 


周囲の可撼物の確認 

>本体の周囲に燃えやずい 
ちのがないか、常に確認-’ 
してください。 _ _ 


す昌 


油漏れ•油のかたまり•油のにじみ 

>油漏れのある場合は、電源プラグを 
コンセントか5抜き、給油タンク 

を取り出してか5、 ^-^ 

お買い上げの販売ち ^ 
にごす目談ください。 ^ 


_ 週1回む上 _ 

燃焼-温風空気取入ロフィルターの掃除 


♦ほこりは掃除機で吸い取る。 
♦取れにくいほこりは 
歯ブラシなどで落と 
しなが5、掃除機で 
吸い取る。 


掃除お 



燃焼-溫風空気巧入 □ 
フイルター 


♦ な油や口油でめれたほこりは、絶対に掃除機で吸わせ 
ないでください。室温センサーを曲げないよラに注 
意してください。 

♦遲商中は掃除磯で燃焼-溫風空気取入ロフィルター 
の掃除をしないでください。異常燃焼を起こします。 


給油タンクの点検 
>給油口 - □金にさび、変形、回転 
不良および破損び作 
あるときは、新しい 
総由タンク•□を 
と取り替える。お買 ^ 

い上げの販売店に ^ 

ご相談ください。 \ J ^ 


、 1ヶ月に1回な上 , 

本体-温風吹出□の掃除 

♦ほこりは掃除機で吸い取る。 

•油や';ちれは、家庭用台所洗剤（中性)を薄ゆたもの 
を付けた巧でみき、かわいたやわらかい巧でふき 
取え。 

♦温風吹出□は、ほこりや白い粉がつき変色すること 
があるので、家庭用台所洗剤冲性)を薄めたものを 
付けた巧でふきかわいたやわらかい巧でふき取る。 


♦本体をベンジン-シンナーなどでふかないでく 
ださい。 











クリ ー ニング（か 5 焼を）のしかた 


1シーズンに1回む上 ) - 

巧油を気化させる部品にたまった夕ールを、か6焼きずることにより取り除きまず。 

次のよラなときはクリーニングをしてください。（クリーニングは約2時間かかりまず） 

•デジタル表示に rui 7 j を表示したとき し _ _:- - 

♦点义しない、炎がかさい、黄义燃規になる、においが強い の®〜④がおわった5、 

♦シーズンの終ねりでおしまいになるとを（またはシーズンの始め） り[ホ へおんで<ドさし、 


油受皿の巧油を完全に巧さ取らないと 
空焼をにならずクリーニングでをません。 

① フアンヒーターを室外に出ず 

♦クリーニング中はにおいや煙が出ます。 

② 給油タンクと 

給油タンク受势ク受- 
を取り出ず IZjIrt 


L お油タンク受の 
し-^^- ^フイルター 

③油受皿及び給油タンクのな油を給油ポ 
ンプで巧き、抜ききれないとをは、巧 
油を付属のスポイトで巧く 

• 油受皿のな袖を抜かないとク U —ニングが受け 
つけで定ません。 


スポイト(巧巧品） 



給油ポンフ 
. 饰販品） 


麵 fes 容器 域 

④給油タンク受、給油タンクを元通りに 
セツトずる 

♦上ぶたを閉める。 


①電源プラグをコンセントに差し込む 


⑨運乾スイッチが「切 J になつているかお詔する 

参デジタル表示に ruioj 表示しているときは、 

運転スイッチを「切」にしてください。 

♦ 運転スイッチが「切」でないと、次の操作びできません。 

感クリーニングボタンを約3砂間ピッと音が 
ずるまで巧しつづける 
•デジタル表示に ( Lj び表示されます。 

® 運起スイッチを「入」にずる 

•運輯ランプび点灯して、デジタル表示の表示が 
に色!になり、クリーニングを開始します。 

⑥に图表示が唐、減ずるまで放置ずる 
(約2時間かかります） 

•デジタル表示がに图一に田一に国…と変わり、 

に固表示が庶威すると、クリーニングは終了でず。 

⑥運転スイッチを「切」にずる 


クリーニングび終わったら 


[引き続を使用されるとを（シーズン中) 

①給;由タンクに新しい灯油を給;由して本体にセット 
し、約1分をに運乾スイッチを「入 J にずる。 

おしまいになるとを（シースン終わり） 

①電源プラグをコンセントから抜く。 

⑨ m をは、「保管のしかた」にしたびつて保管ずる。 
(顧-13 ぺージ手順巧」な齡 



♦誤ってす良な油を使用したために、クリーニングずるとき1回で完全に回復しない場合は、2^3回巧ってくださし、。 
♦クリーニングを途中で止めると効果がありません。 [ T 巧表示になるまで行ってください。 


お願い ( NCmCE ) 

BBS 

お知らせ 


♦クリーニング中に移動したりずると表示び庶が伏態になり、運鞋を停止します。 

運輯スイッチを「切」にし、再度手順③か5やり直してください。 

♦クリーニング中は電礎ポンプの空巧ち音（ポコポコ）がし、送風になりますが、異常ではありません。 
♦クリーニング中「カチジ」「カチッ」と音がして、照明が一瞬変化ずることがありますが、異常ではありません。 


部品交換について 


巧麻 t したをの致!軟1に使しないでくださし U 


お買い上げの販売店へご依頼下さい 


交換部品は石油ファンヒーダ^をお買い上げの販売店でお巧めください。必ず、純正部品をお使いくださ 
し、。不完全な修理はを険でず。お買し)上げの販売店または財固ま人日本石油燃焼機器保守協会で巧う技術 
管理講習会修了者(石ミ由機器技術 ra ±) などのいる販売店などで修理をお受けください。 


ミ肖耗•劣化しやずい商品 

♦ 使用期間によりび必要な部品 
電極ユニット、ホエンバン U 、 燃焼筒、給ミ由タンク受、アースリング 
•変質な油、不純なミ由の使用により装化しやすい部品 
給油タンク受(フィルタ ー g 目)、電磁ポンプ、気化器、温風の出口、ソレノイド 


給油タンク受 
别売品□金 

給油タンク（口金が ) j 


rr 本体、燃焼•温風空気取入□フィルター、 
〇溫風吹出口を掃除ずる。 （(^11 ぺージ） 

6 電源コードをまね、が厲のスポイトとともに 
コードホルダー差し込み穴に差し込む （(^4 ク 

つ 乾燥した場所に保管ずる 
f ♦傾けたり、横倒しにしない。 


4 クリーニング（か5焼を）ずる （（^12 ぺ 
♦バーナーの寿命を延ばし、長くご使用いただくた巧 


1 ,冶油タンクを取り出し、な泡を抜き取る 

♦水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に) 

r % 給油タンク受の掃除をする 
ム ♦] 1ぺージの手順「1」とに」を行う。 

3 消义するまで燃やしきり、油受皿内の'灯油 
を付属のスポイトで巧き取る。 

♦水、ごみを残さない。（さひ"、巧あきの原因に） 
♦急ぐ場をは巿販の給油ポンプで油を抜く。 


しソ上の項目にしたびって、処置しても異常びなおらない場合は、お買い上げの販売店までご連籍ください。 


タイマ—予約したのに蓬きミしなし、 


運転スイッチを入れなおす。 


タイマ-そ巧かこ停^地霞 • 强い驟がありまだんでしたか? 


室巧通度表示び異常で 
ある)。 


♦ミ由切むになっていませんか？ 

♦ 室温センサーが直射日光にあたっていませんか？ 
♦ 本体に逆風があたつていませんか？ 


給油する。 （0^6 ぺージ） 
直射日光のあた5ない場巧に移動する。 
本体に逆風があた5ないよラにする。 


気化したな油が吹を出す音です。 


「シュー」音がする。 


r ピチピチ」音がずる。 


燃焼量が変化した時に金属が伸び縮みする音です。 


燃焼中や消义後に油受皿にの油び流れる音です。 


「ボコボコ」音がずる。 


電磁ポンプび動いている音です。 


トコト」音びずる。 


♦炎に熱せ！5れるためです。 


異常ではありません。 


燃焼部の一部びホくなる。 


換気ずる。 


燃焼-通思額取入□フィルターを掃除する。 


タールが付着しています。 

燃焼•湿風を気入□フィルター別まこりでつまっている。 
換気す足のたゆでず。 


点火しても®爛 a 動1まが獻 
おのが態が悪く、黄义隱やにお 
いが出る。 


クリーニングする([【茜=12ぺージ) 


畢源プラグをコンセントか!5抜を 
再度入れる。 


電源に異常な雑音が入った。 


消乂する。 

ランプが正しく働かない。 


タンクの膨張による音でず。 


タンクか5「ボコン」と音がする。 


「ピチピチ」音がずる。 


点乂巧空や点火時の着火の音でず。 

扁乂時、消乂時に金属が伸び縮みする音です。 


r パチパチ」、「ボッ」 
音がする。 


ノズルを開閉する弁の音です。 


点义時、消乂時に 
「カチャ」と音がずる。 


異湛ではあ0ません。 


耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 


I •切めて觸するときや、シ-でノはじ 
めに飼するとき煙やにおし、び出る。 


運輯中に蜜源プラグをコンセン 
から抜かない。 


#運睹中や消乂直後に電源プラグをコンセント 
か5抜をませんでしたか？ 


給浦タンク受、油受皿の水を 
抜く。11ぺージ） 


參給油タンク受、油受皿に水がたまっていま 
せんか？ 


新しい巧油と入れかをる。 


変質な油やす純'口油を使用していませんか? 


においがする。 


乾いた巧で完全にふき取る。 


#油かこぼれたままになつていませんか? 


チヤイル 


ックを取り消す。 


チヤイルド□ツクしていませんか? 


給油タンクを本体に入れる。 


給油タンクが入っていなし、 


電源プラグをコンセントに差しミ 


電源プラグが巧けていませんか？ 


運乾スイッチを入れなおす。 
または3時間延長ボタンを巧ず。 


運粒ランプが点なしない。 
点义しない 


#3時間延長ランプが点なしていませ 
んか？（消し忘れ消乂装置が作動） 


処星方法 


原因（をを装置) 


脚璋かな 


胃-サービスを依頼されるまえに次の表に従ってもう一度お確かめください。 


打油の廃棄巧油の廃棄処巧は、巧油をお買し巧めになった販売ちにご相談ください。 
本化の廣棄本体の廃棄処分は、給油タンク、泡受皿のな油をあいてください。 





お手入れ•保管•その他 
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定期点巧について 


定期点検のおずすめ (2 シ-ズンに1回) 


長期間ご使用になりますと機器の点横が必要にな0ます。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了をなどに、お買い上げの販売店または修理資格看【財団法人日本石油燃焼 
機器保守協会 (TEL 03-3499-2928) で巧う巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など】のいる 
販売店などにご相談され、点橫依頼されることをおずずめしまず。 


異常のお知6せと処置のしかた 


デジタル表示に自己診断表示が出た5 ••• 

ま全装置び作動ずると、運転ランプが点おし、自動消义します。 

また、デジタル表示に故障-異常の原因(自己診臓お記号)びアルファべットと数宇で点叙表示しまず。 


デジタル表示(自己を断表お) 

原因（まを装置） 

処動法 

U 刖 

♦燃焼-温風空気取入□フィルターがつまって 
いませんか？（過熱防止装置が作動） 

燃焼，溫風空気巧入□フィルター 
を掃除ずる。 （0^11 ページ） 

♦ 遍風吹出□が南さがっていませんか？ 

(週熱防止装置げ作動） 

障害物を取りのぞく。 

U 10 

♦ 停電があった。（停電を全装置が作動） 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込むとき、運転スイッチ 
び「入」になっていまだんでしたか？ 

運転スイッチを入れなおす。 

U !? 

♦強い地震讓度5(強) ULb •衝撃を受けていませんか？ 
(巧震自動消火装置が作動） 

地震によって作動した場合は、周囲の可燃 
物、機器の損傷、油のあふれなど異常がな 
いか確認し、運际スイッチを入れなおす。 


♦給油タンクを本体か5取りがしている。 

給ミ由タンクを本佩こ取りつける。 

U 13 

参 滅 a 表示点減 

♦ な油がなくなっていませんか？ 

給ミ由ずる。（0^==6ぺージ） 

♦給油タンク受に水やごみがたまっていませんか？ 

給油タンク受のお手入れをする。 
(陣11ぺージ） 

U 門 

♦ 変質な油や不純口油を使用していませんか？ 

クリーニングずる。 （{^12 ぺージ） 
新しい巧洒と入れかえる。 （ C ^5 i 目ページ） 

• タールびイゴ着しています。 

クリーニングする。 （0-1 2ぺージ） 

U 旧 

♦ 室内の換気が不足していませんか？ 

(す完全燃焼防止装置が作動） 

必ず1時間に1〜2回は換気ずる。 

W 20 杖個已で 3 細りせします。 

函ランプ岳崩 

♦燃焼部にシリコーン酸化物や夕ールが付着していまず。 

本体内部の点検が必要でず。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 

H 31 

♦ ミ由受皿に水がたまっていませんか？ 

油受皿の水を抜き取る。 

H 33 

♦点乂ミスまたは、燃焼に異常が発生していません 
でしたか？(点火安全装置が作動） 

本体内部の点検が必要でず。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 


♦燃焼-湿風空気取入ロフィルターがつまっていま 
せんか？(ホ完全燃焼防止装置び作動） 

燃焼.湿風空気取入□フィルターを 
掃除する （3^ 11ぺージ） 

H 96 

♦ 燃焼部にシリコーン酸化物が付着しています。 

揮発性シリコーン配合の枝ち用コート液-化粧品 
-つや出し剤などを使用していませんか？ 

♦電磁ポンプにごみがつまっている。 

本体内部の点検び必要でず。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 

H B3 

♦ 燃焼部にタールが付着しています。 

本体内部の点検が必要でず。お貢い 
上げの販売店へご連絡ください。 

その化、上記 lU がの表示 
又は全く表示しない場 S 

♦電源プラグを抜いて、再び是し込み、遲輯スイッチを入れなおす。 

り点诚 

♦ 不完全燃焼防止装置が連続して4 〜 6回作動した 

運転スイッチを入れなおず。 

祖卓'口 

♦ す完全燃焼防止装置が連続して7回作動した。 

本体の部の点検が必要です。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 


^上記の她置をしても、繰り返し表示するとをや運輯しないとをは、表示内容を確認して運歷スイッチを「切」にし、 

L 軍源プラグをコンセントか5抜いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。_ J 
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巧証と アフターヴー ビス 


保証書について 

裏表紙の保証書は販売店でお渡ししまずか5、所定事項の記入および記載内容をご確認のうえな管してください。 


保証期間はお買い上げの日よ D 1年間でず。 




♦ 保証書の記載内容によりお買い上げの販売店が修理いたします。その他の詳細は保証書をご覧くださし、。 
♦保証期間が過ぎてか5の修理についてはお買い上げの販売店、または当なにご相談ください。 

お宮さまの希望により有料修理いたしまず 


この巧吸斑月爵と本体に表示をれている禁止き項-まをま巧および巧常使用に反して使用をれたち合の胡草-き故は捕憤いたしまだん。 
補修部品の保有期間について 


♦ 性能部品とは製品の機能を I そき持ずるたゆに必要な部品でず。 

乾居される場合 


♦乾居のときなど車で運搬ずる場合は、鈴由タンクを抜き、油受皿の巧油を抜き、横倒しや斜めにしないで崖搬 
してください。振動や傾いたときに巧油がもれます。また故障の原因にもなります。 



長年ご使用の石油フアンヒーターの席巧を 


>石油フアンヒーターの補修用巧お部品の保目巧脚ま 
機 i 巧切りを、6¢でず。 


このよラな 
活巧は 

あ0まだんか 


油ちれがずる 

白煙が出た0、強いにおいびずる 
運転中、異巧な音がする 
何度ち同じエラー表示が出る 
その化の異常や故障びある 



故障や事が防止のため、スイッチを 
切り、コンセントか5電源プラグを 
巧いて販売店に点検，修理をご相談 
<ださい。 


お2シーズンに1回程度の定期な検をおすすゆしまず。 



《願音の数値は J 倍測定法 ( S 3031) に基づく測定値です。 


型式の呼び 


種 類 


点乂ち式 


使用燃料 


AKF - P 327 N AKF - PL 427 N 


気化式 • 強制通気お，強制対流お 


高圧放電自動点乂 


丹油 （ J に K 22031号な油） 


暖房出力 


最大 


最小 


燃料消費量 



油タンク容星 


最大 


燃焼継続時間 I 最ル 


標準適室腮房のめやす) 


電源電圧及び周波数 


「強」 3.22 kW 


「弱」 0后 IkW 


3.2 吕 kW ( a 313 L / h ) 


0.8 IkW (0.079 L / h ) 


4.0 L 


]2.8 時間 


己0.6時間 


約1己.〇〜 20. Clmp 巧〜12畳） 


「強」 4.22 kW 


懦」 0.8 IkW 


「強」 4.22 kW (0.410 L / h ) 


巧き」 0.日 IkW (0.07 目 L / h ) 


7 ‘CIL 


] 7.1 時間 


88.6 時間 


約18•□〜 25.0 m 2( l 1〜15置） 



AC 10 DV 50/60 Hz 


610 W /610 W 


□ W /610 W 


定格消費電力 I 燃觸消貴電力 
待機時消費電力 


最大 


小 


21 W /21 W 


22 W / S 2 W 


騒音（正面） 



•0 W /1 .DW 


1.0 W /1.0 W 


37 dB 



SSd 巨 


23 d 巨 


24 dB 


対震自動消乂装置-す完全燃焼防止装置-点火安全装置 
停電ま全装置-過熱防止装置-消し忘れ消火装置-燃由時消火装置 


さ 415 nimx 幅 358 mmx 齡299固櫃台を含む）高さ 425 nimx 幅42日 mmx 奥行 282 mm 櫃台を含む) 


約 8.4 kg 約 laOk 控 


スポイ 



お手入れ•保管•その他 






















































































































